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区のお知らせ

第 522号( 1 )

足 立 区
編集/ 企画 部 広 報 課
足立区千住一丁目4- 18

( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 55. 9. 1)

世帯　209, 953
人 口　626, 624
男　317, 134
女　309, 490

面積　53. 25km2
人口密度　11, 768人/ km2

区長就任にあたって

足立区長
古
性
直
調和のとれた心豊かな
住みよい足立区をめざして

この
たぴ、去る九月二十
。囗

の区艮選挙により、今
後四年間

にわたり、区政を
担当するこ
と

にな
りました。

足立区は、区民の皆さまも
ご

承知のと
おりめ
ざましい発展
泰・

と
げ、六ト
ー万
区民
を擁する心

都市
に成艮してまい
りまし气

しかし
ながら
、あまりにも急激

な都巾化で
あっ
たため
、・卜水
道

や交通網等都市
施設の
整備は
必

ずし
も十分な状熊では
ありませ

ん
。したがい
まして
、髱祁巾と

しての発展の過
程で
生じたヒ
ズ

ミ
を是正し
、「調
和の
とれた心

豊かな庄みよい足
戉
」を築いて

い
くこ
とが
、私に課せ
られた使

命と考えて
おります
。

その
ため
、艮谷川
前区長
が在

仔中に策定し
た区の
棊淞構想と

それに基
づく基本計
画
を
引
継

ぎ
、特に当面の
'課岨として

◎
下
水
道
の
齢
備
促
進 ◎

地
下
鉄
の
誘
致

◎
駅
前
再
開
発
と
防
災
に
強
い
ま
ら

づ
く
り

◎
福
祉
の
充
実

◎
心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
フ
ヽ

り
と
附
少
年
の
健
企
育
成

等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
に
令
月
々

傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

そ
し
て
ミ

心
の
こ
も
っ
た
区
政
、

区
民
に
身
近
か
な
区
政
を
推
進
す
る

た
め
、
区
民
の
皆
さ
ま
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
弌

と
ち
ど
も

月
を
澂
わ
せ
て
、
明
日
の
耻
こ
区
の

建
設
に
努
力
し
た
い
と
七
え
て
お
り

ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
臨
月
ふ・
お
。願

い
い
た
し
ま
す
、

古
性
区
長
の
略
歴
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長就任

あなたの声を区政に
新 区長 を囲ん で

区長移動応接室を開催

足立区で
は
、施
策の目
標
を

「調和の
とれた心鬯かな足
亘

として
、基本計画を策定して
い

ます
。

区
が
仕
事
を
計
・
画
す
る
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

要
望
に
そ
っ
た
も
の
と
す
る
た
め

に
。
世
論
調
&
や
ア
ン
ヶ
-
卜
を
火

施し
たり直接対話できる集り
今

関い
たりしています
。

その
なかで
もこの「区長移動

応
接声
は
。区
長か直接
、皆
さ

ん
と膝を交・人て話し合う区民
と

区
政を結ぶ対話
集会で
す
。

本年は
、去
る九月・一子・
。卜就

任した古性新区
長を囲
んでの
新

らしい「区
艮移
助応接声・
のス

タ
ートで
す
。

区
政一
股につ
いての
皆さんの

ご意見と
、区
政に対するご理解

をより・
瀬深めるこ七をめざし

て名数の片さん口
刄・卵介冷望

します
。

時間气
皆さんのお出かけに

なりやすいよう
、た
(賜とち午

後匕時から九時一
で
とし
まし

た
。会場
、川程はつ
ぎのとおり

で
す
の
で
、
お
葭

く
の
余
場
で
ど
>つ

ぞ
。▼

卜
川
-
七
囗
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澂
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匸

問
合せ
先
広
報
駅

熱心な意見の交換が(去年の移動応接室)

三十回を迎えた

足立区の文化祭

―
記
念
大
会
も
に
ぎ
に
ぎ
し
く
―

足
ク
灰
で
は
、
匈
脯
卜
・
月
・

囗
の
文
化
の
囗
を
巾
心
に
、
耻
し
区
文
化
団
体
辿
澂
余
卯
麗
の
・
-

・
団
体
を
軸
と
し
て
、
久
化
祭
が

開
か
れ
て
い
ま
す
蹈
朏
&
は
毎
乍
増
朏
の
>
途
を
こ
と
り
、
四
F

(
百余名の多きに
達して
いよ

す廴
ふ
て
、吊
。卜回そ迎えま

し昌何もなかっ
た
時代に発足

昭和
>
Y六年十
月・・・凵
から

卜
(日の閧に
、区
と共催で
当時

の
耻ク一区文化団
体應盟
(川
迎ぺ‥

公
)によ・つて
、第
川
総今攵
化

祭が行われまし
た「

参咄し
たのは芸
能
、民謡
、絵

・画
、溽道
、哂
痢
茶道
、謡
曲

叫句
、将棋
、珠
算
、小・
中学校

砕道展など
I・
即日で
、まだ文

化咄設や区収
咆没の
皆無だら
た

こ
ろのこ
とで
あり
、その
うえ物

が不
自山な眄
代だっ
ただけ
に
、

迎片に当っ
た区民の
方々
はいぺ変

にご苦労
されまし
た・
公場
も学

校の
休青館
や七院なビの
広悶ふ・

借りてい
まし
た
。

現在二十一団体

四千八百名

川
在で
は一万
。部門
に
わ
か

れ
、区
内溥施艇で
芯彩な
'汀事が

行
われます
。

各
種
目
の
目
印
は
つ
t
の
七
お
り
で
す
、

《
総
合
展
覧
会
》

□
産
業
振
興
館
会
場

∵
凵
氷
両
、
彫
瞰
卜
。
月
。
囗
～

・
二
日
午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
た
だ
・

し
气囗は
午後『
時まで
』

・ぶ
臨
、彫塑
ト
ー月
K日
?匕

日
午前九時～
午後六時
(ただし

匕日は
午後三
時まで
)

▽
海
道
、
水
石
ト
ー
月
八
目
～
ト
ー

日
午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
た
だ

し
トー
凵
休
館
、
卜
-
日
は
午
後
三
時

まこ▽手芸、
写真、
盆景
ト
ー月卜

百
?
十四
囗午前九時～午後六

時
(ただし卜四日は
午睛・
>時ま

で
)

□
青
年
館
会
場

▽華心
十一
月
凵
ぐ二日
午前

儿時
?午後瓦時

《
芸
能
大
会
》

・
産
業
振
興
館
会
場

▽
吟
剣
詩
舞
(
吟
剣
詩
舞
連
盟
)

卜
一
月
凡
月
午
前
九
時
？
午
後
六
時

▽
民
謡
(

瑞
穂
の
公
)

ト

ー
月
二

士
.
囗
午
前
九
時
？
午
後
七
時

V
社
余
舞
踏
(
社
交
舞
踏
連
盟
)

卜
.
月
一
卜
二
日
午
後
五
時
？
九
時

□
文
化
会
館
会
場

▽
ニ
ト
周
年
記
念
総
合
芸
能
大
会
(

八
団
休
)

卜
.
月
一
.凵
午
後
一

時
三
十
分
?

五
時
(
く
わ
し
く
は
.

別
掲
参
照
)

▽
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踏
連
盟
)

十
一
月
三
日
午
前
ト

ー
時
~
午
後
六

時▽
民
謡
(
民
謡
・団
体
連
盟
)
I

‐‐月

べ日・
九日
午前
九時～午
後
(時

▽
民
恥
(
民
踊
連
M
)
卜
月
一
一
卜
・
囗
午
前
卜
吟
～
午
後
五
時

し洋舞踊
(洋舞踊研究会
)十一

リ
イ
バ‥乍前几
時
?乍
後六時

《
郷
土
芸
能
大
会
》

□
竹
の
塚
社
会
教
育
館
大
水
―
ル
会

場▽足
立
の
獅
了
舞
と
各
種
の
祭
囃
7
-

(足立区郷上芸能保存会
)
卜

・日
ベレ
ー・囗午後
>時～
>瓦時

花 畑の獅子舞

《
各
種
大
会
》

ツ謡曲人会
(謡曲連盟
)
ト
ー

ハ一・囗午前九時～午後七時
壽

千館
▽
茶
会
(
茶
仙
遊
協
合
卜
川

>日
午前十時～午後四沢
>西
新

袢人
師書院

つ鳥
歌人会
(歌人クラ
ブ
)
し

、月・一目午後・
時～午後六時

冴年館
ソ俳
句大公
(俳句連盟
)
十一

月・
口正午～午後六時
そ
ば久

別館▽総合公
能
(とくさ会
)
十一

川九日卍午～午後六時
そぱ久

別館
▽
将
棋
い
へ
会
(
日
本
将
棋
連
盟
足
立

夊郎
)
ト
ー月一
凵午前十時～

午後
(時
、正和クラ
ブ

《
大
輪
菊
花
大
会
》

▽
花
畑
大
鷲
神
社
境
内
(
口
本
菊
友

会
大
鷲
冲
社
献
菊会
)

▽
南
宮
城
公
園
(
堤
南
菊
友
会
)

▽
鹿
浜
一
。丁
目
角
(
汀
北
菊
花
会
)

ノ
関
原
(幡
神
社
境内
(堤
北
菊
友

会
)

※
い
ず
れ
も
1
-
-
-
月
上
旬
よ
り
巾
旬

ま
で
。

問
合
せ
先
文
化
係

文

化

祭

三

十

周

年

記

念

足
立
区
総
合
芸
能
大
会

攵
化
祭
の
べ
t
周
年
か
一
-
記
念
し
。

芸能部門
総出演による記念人会

を次により鬨催します
、入場無

料で
すから日曜日の
午後
、文化

の秋をたっぷりとお楽しみくだ

さい
、皆さんの
ご米場を歓迎し

ます
。

また
、当卜は茶傴逎ぶ会の皆

さんによる
。お茶の接待
があり

ます
。

日
時
卜
・
り
・
>
卜
(
冂
)
午
後
一

時
>
>
ド
分
(
開
演
)
～
、
瓦
時

場所
区文化会館

上演種目
謡曲
、仕舞
、民祠

民耶
、バレ
ー
、邦楽
、日
气

詩吟
、詩舞

出演団
体
謡曲連盟
、民踊
連岨
、

瑞脯の公
、洋卿踊研究会
、民

ぷ
I団休連盟
、吟剣詩舞連盟
、

邦楽舞恥
連盟
、とくさ会

あなたも歩きませんか

千
住
宿
探
訪

奧の
細心の
出発
点で
ある千

住宿の
史郎
、旧
跡を歩いてみ

ませ
んか
。

この
史跡巡りは「足
立の
史

話
-日
光倒道をだすねて
」を

執筆された
、勝山凖四
郎氏が

案内と史跡の
説明をし
ます
。

日
時
し月こい
九日
こ
玉
日

・
三
十一
日の三回
、各回
、

午前十時～午後三
時三
卜分

資格
区
内び住刀
健康な二
十

歳以
上の
方

費用
無料
(昼食は区で用意

します
)

定員
各回二十名
(多数の場

合は抽遇
)

申込期間
十月六日～九日

探訪コース
艮円寺
(写真
)

↓
氷川神社↓
本陣跡↓
勝専

寺↓
鳥見屋敷跡↓
(昼食
)

↓
源艮寺↓
関屋天満宮↓
橘

井堂跡↓
金蔵寺
(解散
)

※小雨決行

申込・
問合せ先
広報課

お気軽にどうぞ
行
政
相
談

十月
犬一口
からじ
(日まで

は
行政相談週間で
す。

登記・
薛籍・
年
金・
労働・

国
鉄・
郵
便・
道路・
公
社・
公

団など、
閥の
'仕叭で納
得で
き

ない
、どうして
よい
かわから

ない、こ
うして
ほしい
と・思「つ

こ
とかありましたら行政相談

委員
(民間
か・り行政管皿
庁艮

官が委嘱
)が相談に応じます
。

お気軽にご相談ください
。

日
時・
場所

▽
十
月
十
四
日
(
火
)
'
ミ
心
身

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
卜
月
十
ヒ
曰
(
金
)
・
=区
役

所
一
階
第
一
会
議
室

耐
日
と
も
、
午
後
一
時
～
四
時

ま
た
区
で
も
、
毎
月
第
二
金
曜

口
、午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、定

例
的
に
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
か
、
十
七
日
は
人
権
身
の
上
相

談
日
で
す
の
で
同
時
に
実
施
し
ま

す
。あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

区
民
相
談
窒

調査票の回収は今日まで。
調査票の回収は、今日が最終日です。

調査員が、お宅を訪問して回収 して

いますので、記入もれがないかをもう1
度縷かめて、お岐しください。

明日のため今日の日本を知る調査
国勢調査

昭和55年10月1日( 水)

東京都足立区
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昭 和55 年10 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

悩みごとや心配ごと
一度ご相談ください

福祉事務所
悩
み
や
心
配
ご
と
は
、
な
か
な
か
他
人
に
は
話
せ
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
り
で
解
決
し
ぷ
つ
と
す
る
と
、
か

え
っ
て
思
い
結
果
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す
。
福
祉
事
務
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
相
岐
や
貸
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
の
方

相
談

二
十
歳
未
澗
の
児
童
を
か
か

え
て
い
る
ほ
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、
児
童
の
就
学
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す

貸
付
制
度
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・
就

学
支
度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

貸
付
け
ま
す
。
償
還
は
、
三
年～

二
十
年
以
内
で
す

母
子
寮

生
活
環
境
を
変
え
て
児
童

を
養
育
し
た
い
ほ
子
家
庭
の
方
に

母
子
寮
入
所
制
度
か
あ
り
ま
す
。

区
内
に
は
、
区
立
、
私
立
を
含
め

三
か
所
あ
り
、
寮
で
は
寮
母
が
生

活
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の
な
く

な
っ
た
母
子
に
、
一
時
的
な
宿
所

を
提
供
し
、
生
沢
相
談
に
応
じ
る

一
時
保
護
所
も
あ
り
ま
す

母
子
休
養
亊
業

卜
二
か
所
の
国
民

宿
舎
が
年
一
回
二
泊
二
日
)
無

料
で
ご
利
用
で
き
ま
す

介
護
人
派
遣

病
気
で
児
童
の
世
話

に
困
っ
た
時
、
介
護
人
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ

め
対
象
家
庭
と
し
て
登
録
す
る
必

要
か
あ
り
ま
す

応
急
小
口
賢
金

災
害
や
病
気
な
ど

で
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
時

三
万
円
を
限
度
と
し
て
貸
付
け
ま

す
。
償
還
は
、
借
入
の
翌
月
か
ら

分
割
返
済
で
無
利
子
で
す

相
談
日

毎
週
月
噌
日
～
土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

ご
婦
人
の
方

相
談

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら

逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る

婦
人
、
未
婚
の
妊
婦
、
そ
の
他
複

雑
な
問
題
を
か
か
え
て
お
困
り
の

婦
人
を
対
象
に
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
技
能
修
得
賢
金
、
療
養
賢

金
等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

貸
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る
方

は
、
都
内
に
六
ヵ

月
以
上
住
ん
で

い
て
、
配
偶
者
か
い
な
い
か
、
ま

た
は
配
偶
者
の
扶
養
を
受
け
ら
れ

な
い
方
で
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
な

と
を
扶
養
し
て
い
る
方
で
す
(
だ

だ
し
、二
十
五
歳
以
上
の
方
は
、扶

養
し
て
い
な
く
て
も
年
収
三
百
十

四
万
六
千
円
以
下
な
ら
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
区
で
特
に
必
要

と
認
め
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

相
談
日

毎
週
月
曜
日
～

土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
土
曜
は

正
午
ま
で
)

家

庭

相

談

家
庭
相
談
員
は
、
家
庭
内
の
悩
み

ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、

相
談
相
手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
一
緒
に
考

え
ま
し
冫
つ
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

相
談
の
例

▽
夫
婦
、
親
子
、
恋
愛

な
ど
人
関
関
係
の
こ
と

▽
婚
姻

や
相
続
な
ど
身
分
上
の
こ
と

▽

そ
の
他

相
談
日
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の

午
後
一
時～
五
時

生
活
保
護

病
気
・な
ど
の
理
由
に
よ
り
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
喊
っ
た
た
め
生
活

費
や
医
療
費
に
お
困
り
の
方
に
は
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

相
談
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
管
轄

の
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

ろ
う
あ
者
の
方

手
話
通
訳
者
か
、
ろ
う
あ
者
の
方

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い

相
駁
日
・
相
談
場
所

▽
毎
月
第
一
木
曜
日
、
午
後
一
時
～

四
時
、
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
佳

柳
町
匸
〒
五
　
　
(
(
(
-
三

一
四
一
)

▽
毎
月
第
二
木
躙
口
、
午
後
一
時
～

四
時
、
中
部
福
祉
叭
務
所
(
関
原

ニ
ー
ー〇
-
一
〇
　
　
(
(
九
i

一
四
(
一
)

▽
毎
月
第
三
木
曜
日
、
午
後
一
時
～

四
時
、
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾

瀬
一
-
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
-

七
一
〇
五
)

▽
毎
月
第
四
木
曜
日
、
午
後
一
時
～

四
時
、
西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜

ニ
ー
ニ
四
-
二
　
　
(
九
七
-
五

〇
一
こ

▽
毎
月
第
四
月
曜
日
、
午
後
一
時
～

四
時
、
北
部
福
祉
事
務
所
(
竹
の

塚
一丁
二
五
丿
一
七
　
　
(
(
三

上
(
(
(い○
)

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い

国
民
年
金

年
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

昭
和
五
十
三
年
七
月
、(

月
、

九
月
の
年
金
保
険
料
は
、
昭
和
五

し
五
年
十
月
ご
>『十
一
目
を
過
ぎ
ま

す
と
納
め
る
こ
と
か
で
き
な
く
な

り
ま
す

。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
将
来
、
年
金
を

受
給
す
る
際
に
不
利
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
受
給
で
き
な
い
こ
と

か
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。な

お
、
納
付
書
が
な
い
方
は
再

発
行
し
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
検
認
係

年
金
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
え
で

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納

付
で
き
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
し
な

い
た
め
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

銀
行
、
儂
用
金

庫
、
信
用
組
合
、
農
協
(
郵
便

局
は
取
扱
い
ま
せ
ん
)

鮮
通
預
金
、
当
座
預
金
、
合

同
運
用
指
定
金
銭
信
託
の
う
ち

一
口
座
(
本
人
以
外
の
家
族
名

議
口
座
)
か
ら
も
で
き
ま
す

申
込
手
続

国
民
年
金
手
帳
、
預

金
通
帳
、
印
か
ん
(
通
帳
使
用

印
)
を
持
参
の
う
え
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
へ

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
記
録
係

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

ふ
と
ん
丸
洗
い
・

乾
燥
消
毒

区
で
は
、
老
す
い
や
傷
病
の
た
め

稷
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
、
「
ふ
と

ん
丸
洗
い
・
乾
燥
消
毒
事
業

」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

実
施
の
方
法
は
、
区
か
ら
委
託
を

受
け
た
専
門
の
業
者
か
皆
さ
ん
の
お

宅
に
伺
っ
て

、
使
用
し
て
い
る
寝
具

類
を
頂
り
、丸
洗
い
・
乾
燥
消
毒
し
て

そ
の
日
の
う
ち
に
お
届
け
し
ま
す

。

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住
の
六
十

五
歳
以
上
の
在
宅
者
で
、
六
ヵ
月

以
上
稷
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
(

老
人
福
祉
手
当
受
給
者
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
方
)

事
業
の
内
容

毎
月
一
回
、
年
間
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。
稷
た
き
り
の

方
か
使
用
し
て
い
る
敷
布
団
、
掛

布
団
、マ
y
ド
レ
ス

、毛
布
各
一
枚

料
金

無
料

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん

申
請
方
法

申
請
書
(
老
人
福
祉
係

に
あ
る
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
合
せ
先

老
人
福
祉
係

一
人
ぐ
ら
し
の

老
人
の
相
談
相
手

友
愛
訪
問
員
募
集

こ
の
‘友
愛
訪
問
員
の
制
度
は
、
区

内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
I

人
ぐ
ら
し
で

、
地
域
社
会
と
交
流
の

乏
し
い
老
人
ほ
帯
等
を
訪
問
し
、
が

し
合
い
等
を
り
っ
こ
と
に
よ
り
、
孤

独
感
の
解
明

事
故
の
未
然
防
止
少
・

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

防
問
員
の
資
格

膺
二
十
歳
以
上
で

心
身
と
も
に
健
全
て
、
本
仕
的
酒

勳
が
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
な
れ
ま
す
(
た
だ
し
、
民
生

委
員
ま
た
は
、
老
人
相
談
員
は
除

く
)

訪
問
員
の
活
動

週
三
日
以
上
担
当

世
帯
を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な

っ
て
も
ら
い
ま
す

防
問
長
の
活
動
費

訪
問
連
絡
等
の

費
用
と
し
て
活
助
費
を
支
給

く
わ
し
く
は
、
老
人
福
祉
係
へ

。

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

(
障
)
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証

区
内
在
住
の
心
身
障
害
者
の
万
で

次
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

障
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

の
交
付
申
謂
が
で
き
ま
す
。

▽
身
体
障
害
手
帳
一
級
・
二
級
お
よ

び
内
部
陣
害
三
級
の
方

▽
愛
の
手
帳
一
度
・
二
度
の
方
(
だ

だ
し

、
次
の
方
は
除
か
れ
ま
す
)

○
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
児
童
福
祉
法
お
よ
び
精
神
薄
弱

者
福
祉
法
に
よ
る
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
方

○
老
人
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象

者

○
制
限

額
(

右
表
)
以
上
所
得
の
あ
る
方

申
請
・
問
合
せ
先

医
療
助
成
係

雑所得制限額表

本 人が20歳未満のとき
は 扶受 義 務 者 の所 得

児
童
手
当
・
児
童
育
成

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
、

十
月
期
分
を
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関

の
口
座
へ
、
十
月
十
一
日
に
振
り
込

み
ま
す
。
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

児
童
手
当
係

ご
家
族
づ
れ
で
ど
う
ぞ

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

連
休
を
除
き
、
空
室
が
多
数
あ
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
以
外
の

一
般
区
民
の
方
々
も
、
ご
家
族
づ
れ
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
万
法

▽
国
保
加
入
世
帯
・・・
利
用

月
の
}

ヵ
月
前
の
日
か
ら
三
日
前
ま

で
(
印
か
ん
、
保
険
証

、
利
用
料
持

参
)
　

▽
一
般
区
民
…
利
用
日
の
二

十
日
前
の
日
か
ら
三
日
前
ま
で
(
印

か
ん
・
利
用
料
持
参
)

利
用
料

▽
室
料
(

一
軣

泊
ご

了

五
名
ま
で
宿
泊
で
き
ま
す
)
国
保
加

入
世
帯
:一
五
千
円
・
}

般
区
民
…
七

千
五
百
円

▽
食
事
料
金
(
朝
夕
食
)

は
、
国
保
加
入
者
、
一
般
区
民
の
区

別
な
く
大
人
食
:一
千
五
百
円

、
子
ど

も
食
・
=千
円

休
館
日

毎
月
第
二
・
第
四
火
・
水
曜
日

申
込
・
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課

庶
務
係

融
資
あ
っ
せ
ん

住
宅
修
繕
資
金
・
宅
地
整
備
資
金

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修
繕

ま
た
は
、
宅
地
の
整
備
を
し
よ
う

と
お
考
え
の
方
、賢
金
不
足
で
お

困
り
の
と
き
は
、融
賢
の
あ
っ
せ

ん
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅

居
住
部
分
の

床
面
積
が
百
三
十
二
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
、
全
体
の
床
面
積

の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
新
築
・
増
改
築

は
該
当
し
ま
せ
ん

対
象
と
な
る
宅
地

敷
地
面
積
が

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

で
あ
り
、
対
象
と
な
る
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

建
替
え
の
場
合
は
、
建
替
え
後

も
居
住
す
る
こ
と

資
格

▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と

▽
住
民
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と

▽
年
齢

が
二
十
蔵
か
ら
六
十
四
歳
で
あ

る
こ
と

▽
連
帯
保
証
人
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と

融
資
額

二
十
万
円
～
百
五
十
万

円
利
率

年
六
%
(
実
質
申
込
者
負

担
)

償
還

五
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
取
扱
機
関

富
士
銀
行
、
足
立
信

用
金
庫
、
成
和
信
用
金
庫
、
足

立
農
協
の
区
内
本
・
支
店

申
込
方
法

申
込
書
(
区
民
係
、

ま
た
は
出
張
所
に
あ
り
ま
す
)

に
住
民
票
、
納
税
証
明
書
、
エ

事
見
積
書
等
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

区
民
係

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福

祉

講

座

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
障
害
者
の

問
題
を
考
え
た
い
と
思
い
、
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
内
容
の
講

演
と
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
第
一
回
(
講
演
と
映
画
)

日
時

十
月
二
十
四
日
(
金
)
午

後
六
時
～
九
時
十
五
分

会
鳩

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
社
会

教
育
館
ホ
ー
ル
)

講
演

「
私
達
の
町
と
障
害
煮

講
師

映
画
監
督

山
田
典
吾
氏
(

特
殊
教
育
功
労
賞
受
X
)

映
画

「
茗
荷
村
見
聞
記
」

□
第
二
回
(
障
害
者
を
囲
ん
で
)

-
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
・
や
れ

る
こ
と
1

日
時

十
一
月
一
日
(

土
)
午
後

二
時
～
四
時

会
場

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
心
身

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
)

講
師

艮
崎
頌
也
氏

申
込
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
、
直

接
左
記
へ

申
込
期
限

十
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
書
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
旧
竹
の
塚
二

上

一
五
-
一
七
　
(
(

三
-

六
一
七
一
)

ご
来
場
く
だ
さ
い

制
度
融
資
説
明
会

年
末
の
中
小
企
業
の
賢
金
需
要

に
こ
た
え
る
た
め
、
公
共
機
関
が

共
同
で
制
度
融
賢
の
説
明
会
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国

、都
、

区

、
保
証
協
会
の
各
担
当
者
か
説

明
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時

十
月
十
七
日
(
金
)
、
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
所
成
和
信
用
金
庫
本
店
会
議

室
問
合
せ
先

経
済
課
・
東
京
商
工

会
躪
所
足
立
支
部
(
　
(
(

一
-

九
二
〇
〇
)
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保 健
す
す
ん
で

受
け
ま
し
ょ
う

衛生

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

成
人
病
検
診

成
人
病
の
予
防

、
冶
療
に
は
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す

。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
域

日
に
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時

毎
週
水
阻
日
、
午
前
九
時
～

十
時

対
象

区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以
上

の
万

費
用

五
千
円
程
度
(
検
査
項
目
数

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
)

検
査
項
目

心
電
図
、
眼
底
、
尿

、

血
液
な
ど
約
三
十
項
目
(
胃
・
子

宮
か
ん
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

曾
(
五
五
-
四
一
五
一

健
康
を
守
る

栄
養
教
室

日
時

十
月
九
日
(
木
)
、
十
五
月
<

水
)
、
二
十
三
日
(
木
)
、
二

十
九
日
(
水
)
、
午
後
一
時
三
十

分
!
二
時
三
十
分

場
所

千
住
保
健
所

定
員

先
着
五
十
名

内
容

▽
若
さ
を
保
つ
栄
養
学

▽

一
日
一
〇
懼
の
塩
の
と
り
方
・
実

演

▽
バ
ラ
ン
ス
食
献
立
の
た
て

方
と
実
演

▽
子
ど
も
の
成
人
病

化
と
善
悪
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ

い
て

▽
あ
な
た
の
食
事
診
断

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
庄
保
鷓
所

(
(
(
-
四
二
七
七

お
早
め
に
ど
う
ぞ

区
民
健
康
診
断

検
査
内
容

エ

ヴ
ク
ス
線
間
接
撮
影
(

十
六
歳
以
上
の
方
)

、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
歯
科
検
診
(
三
十

歳
以
上
の
方
)

※
検
査
の
結
果
、疑
わ
し
い
方
は
、後

日
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費
用

無
料

受
付
時
間

午
後
一
時
四
十
五
分
～

二
時
三
十
分

日
時
・
場
所

左
上
表
の
と
お
り

含
注
意
}
①
エ
。ク
ス
締
撮
影
を

行
い
ま
す
の
で
、
金
具
類
の
つ
い

て
い
な
い
下
着
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。
②
会
場
に
は
、
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
助
車
・
バ

イ
ク
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
③

上
ぱ
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。(

保
鷓
所
・
保
健
相
談
所
は
不

要
)
④
十
月
(
日
(
江
北
保
健
相

談
所
)
お
よ
ぴ
十
月
十
四
日
(
桑

袋
小
学
校
)
の
両
日
は
女
性
だ
け

を
対
象
に
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

保
健
予
防
係
、
足
立
保

健
所
(
　
(
五
五
-
四
一
五
一
)

・
千
佳
保
健
所
(
　
(
(
(
-
四

二
七
ぎ

健 康 診断 日 程 表

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象

冐
の
検
診
・・・
圈
三
十
五
蔵
以

上
の
区
民
・
子
宮
が
ん
検
診
・・・
濆

三
十
歳
以
上
の
区
民
(

い
ず
れ
も

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
)

期
日
・
場
所
・
定
員

左
表
の
と
お
り

費
用

い
ず
れ
も
、
無
料
(
精
密
検

査
が
必
要
な
場
合
は
自
己
負
担
)

検
診
で
き
な
い
方

▼
胄
の
検
診
・・・

胃
の
手
術
を
し
た
方

や
胃
病
で
冶
療
中
の

方
、
妊
娠
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
妊
娠
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る

方

▼
子
宮
が
ん
検

診
・・・
生
理
申
の
方
や

婦
人
科
医
で
冶
療
中

の
方

申
込
期
限

い
ず
れ
も

十
月
十
一
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
方
法

い
ず
れ
も

下
図
(
ガ
キ
記
入
例

を
参
考
に
し
て
、
往
復
(
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(
(
ガ

キ
は
一
人
一
枚
に
限
り
ま
す
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
日
以
外
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
一
枚
の
(
ガ
キ
で
冐
の
検

診
と
子
宮
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

営
(
五
五
-
四
一
五
一

胃の検診・子宮がん検診日程表

ハガキの記入例

子宮 が ん 枝 誄の 櫑 合l j ,「了 寫 がん 検J t 希9 」と 身 く

狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録

昭
和
五
十
五
年
度
朗
二
回
狂
夕
病

予
防
注
射
と
飼
い
犬
の
登
録
(
昭
和

五
十
五
年
度
無
登
録
の
犬
の
み
)
を

行
い
ま
す
の
で
、
齶
い
主
の
方
は
も

れ
な
く
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間
千
住
保
健
所
管
内
・
=
午

前
十
時
～
正
午
、足
立
保
艙
屑
管

内
・
=
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三

十
分

犖
愈
料

登
録
手
数
料
・
=千
五
百
円

・
注
射
料
金
・
=千
二
百
五
十
円
・

注
射
濟
票
交
付
手
歓
料
・・・
三
百
円
(

合
計
三
千
五
十
円
)

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す

の
で
振
替
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
ま
た
は
、

失
そ
う
し
て
現
在
犬
を
飼
っ
て
い
な

い
方
は
、
出
懴
所
ま
た
は
衛
生
係
で

廃
犬
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

保
健
所
ま
た
は
衛
生
係

狂犬病予防注射と飼い犬の登録日程表

ひろば

☆
家
庭
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時

十
月
十
三
日
(
月
)

、
十
五

日
(

水
)

、
十
七
日
(
金
)

、
午

前
十
時
～
正
午

場
所

高
砂
ア
イ
ス
ス
ヶ
I
ト
セ
ン

タ
ー

受
講
料
二
千
百
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
ス
ケ
ー
ト
連

盟
　
　
(
(
一
丿
九
〇
六
五

☆
き
も
の
一
つ
け
一
日
無
料
講
習

日
時

十
月
十
三
日
(
月
)
午
後
二

時
～
四
時

場
所

江
北
コ
ミ
こ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
申
込
期
限

十
月
(
日

申
込
・
問
合
せ
先

小
林
　
　
(
九

つ
I
四
匕
四
三

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

愛
の
バ
ザー
の
お
手
伝
い
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
全
国
の
老
人
や
身
障

者
の
方
々
の
手
作
り
作
品
を
展
示
即

売
し
、
売
上
金
を
全
額
還
元
し
て
い

る
お
店
で
す
。
お
店
番
、
簡
単
な
事

務
、
納
品
受
付
け
な
ど
週
に
一
時
間

で
も
受
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

愛
の
バ
ザ
ー
事

務
局
(
柳
谷
)
　

五
四
二
-
六

〇
一
一

☆
は
づ
き
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

美
容
体
操
全
般
を
や
っ
て
い
ま

す
。日
頃
運
動
不
足
を
お
感
じ
の
方

は
ど
う
ぞ
。

日
時

毎
週
木
曜
日
、
午
前
十
時
～

正
午

場
所

区
体
育
館

会
費

月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

堀
口
　
　
(
四

〇
-
〇
五
四
九

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

訓
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
(

ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
'
　
3
1用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記
　

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　

▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
　
▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前
　
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
一
一
四
-

一
八
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
2
)

徳
川
幕
府
は
支
配
の
体
制
を
、

士
・
農
・
エ
・
商
・
「
エ
タ
・
非

人
」
の
身
分
制
度
で
確
立
し
ま
し

た
。
「
エ
タ
・
非
人
」
の
頭
と
な

っ
た
の
が
弾
左
衛
門
で
す
。
浅
草

に
一
万
五
千
坪
近
く
の
居
を
か
ま

え
、
関
(
州
の
「
賎
民
」
に
君
臨

し
た
彼
の
社
会
的
な
地
位
は
、
三

千
石
取
り
の
武
士
、
権
力
は
、
}

万
石
の
大
名
に
も
相
当
し
て
い
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
弾
左
衛
門
が
支

配
し
て
い
た
総
家
歎
は
、
寛
政
十

二
年
(
一
(
〇
〇
年
)
に
弾
左
衛
門

か
奉
行
所
に
出
し
た
上
申
書
に
よ

る
と
、
江
戸
を
含
め
て
七
千
七
百

余
軒
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

幕
末
に
な
り
、
幕
府
は
、
慶
応

二
年
の
第
二
次
長
州
征
伐
に
、
同

和
地
区
の
人
ひ
と
を
利
用
し
よ
う

と
し
て
、
弾
左
衛
門
の
配
下
五
百

人
ほ
ど
を
助
員
し
て
、
軍
夫
と
し

て
大
阪
に
送
り
ま
し
た
。
弾
左
衛

門
も
こ
の
機
に
身
分
解
放
を
実
現

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
長
州
瀋
で
も
、

百
姓
、
町
人
の
勢
力
を
紬
集
し
た

奇
兵
隊
を
編
成
し
て

戦
い
ま
し

た
。
簷
で
は
、
さ
ら
に
同
和
地
区

の
人
び
と
を
も
動
員
し
、
維
新
団

や
一
新
組
な
ど
の
睹
隊
を
編
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
睹
隊
は
、
幕

府
軍
と
最
前
線
で
戦
い
、
と
く
に

芸
州
口
の
戦
い
で
は
幕
府
軍
の
精

鋭
部
隊
を
破
る
な
ど
、
花
々
し
い

功
績
を
た
て
て
、
長
州
瀋
ば
か
り

か
幕
府
軍
を
も
驚
か
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
同
和
地
区
の
人
ぴ

と
の
登
用
は
、
長
州
藩
が
そ
の
政

冶
的
軍
事
的
危
機
に
さ
い
し
、
部

落
の
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
同
和
地
区
の
人
び
と
が
期

待
し
た
よ
う
な
、
身
分
解
放
が
約

東
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
長
州
征
伐
の

失
敗
は
幕
府
に
と
っ
て
大
打
撃
と

な
り
、
つ
い
に
翌
慶
応
三
年
、
薩

長
両
瀋
を
中
心
と
し
た
討
幕
連
動

が
お
こ
り
、
幕
府
の
崩
壊
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
方

、こ
の
さ
な
か
に
幕
府
は
、

長
州
征
伐
に
功
が
あ
っ
た
と
い
う

理
由
で

、
弾
左
衛
門
と
直
接
の
部

下
六
十
奴
人
を
解
放
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
幕
末
の
さ
ま
ざ
ま

な
経
過
を
経
て

、
や
が
て

、
明
治

の
解
放
令
が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

内
職
者
を
お
求
め
の

事
業
主
の
方
へ

内
職
補
導
所
で
は
、
内
職
提
供

事
業
主
お
よ
ひ
内
職
者
の
た
め
の

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
内
職
希
望
者

に
対
し
内
職
が
少
な
く
、
希
望
者

の
要
望
に
十
分
に
応
じ
ら
れ
な
い

状
態
で
す
。
簡
単
な
手
仕
事
等
の

内
職
者
を
求
め
て
い
る
事
業
主
の

方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
内
職
補
導
所
(
　
(
(
(

一
七
三
四
六
)
へ
。

家
屋
等
を
新
築
・

改
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
区
内
に
家

屋
等
を
新
築
・
改
築
さ
れ
た
方
は

、

住
居
表
示
に
よ
る
住
居
番
号
(
住

所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必

嬰
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
正

し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ

ん

の

で

、
転
入
届
(
住
民
登
録
)
が
で

き
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、
『
建
築

確
認
通
知
一

』
と
「
印
か
ん

」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、住
居
表
示
係
へ

。

競
争
入
札

参
加
願
い
の
受
付
け

昭
和
五
十
六
年
度
、昭
和
五
十

七
年
度
に
、
区
の
物
品
等
の
指
名

競
争
人
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
に
よ
け
所
定
の
様
式
で

屆
出
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
二
十
日
～
十
一

月
十
七
日

受
付
時
間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
<
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
は
除
く
)

な
お
、
土
曜
日
は
午
前
十
一

時
ま
で

用
紙

東
京
都
財
務
局
所
定
様
式
(

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

受
付
場
所
・
問
合
せ
先

契
約
簗

二
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
み
よ
い
市
街
地
づ
く
り

ぶ
互
い
に
違
反
建
築
を
な
く

し
住
み
良
い
安
全
な
衒
に
し
ま
し

ょ
う
全
国
一
斉
に
違
反
建
築

防
止
週
間
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
足
立
区
も
違
反
建
築
防
止
週

閊
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
五

年
十
月
十
四
日
に
国
、
都
、
区
が

一
体
と
な
っ
て
違
反
建
築
取
り
締

り
の
た
め
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
常
の
監
視
活
動
を

一
層
強
化
し
、
違
反
建
築
工
事
の

早
期
発
見
と
と
も
に
、
工
事
停
止

そ
の
他
必
要
な
指
示
、
警
告
等
的

確
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
も
、

お
互
い
に
建
築
基
準
を
守
っ
て
、

良
好
な
市
街
地
の
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

建
築
指
導
課
監
察
担

当

違
反
建
築
防
止
週
間

十
月
十
一
日
～
十
七
日
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もよおしもの
あ ん な い

お 気 軽に ど う ぞ

第
九
回
足
立
区

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
グ
ル
ー
プ
の
募
集

日
時

十
一
月
二
十
九
日
(

占

午

後
一
時
か
ら

場
所

区
文
化
会
館

対
象

▽
第
一
部
鬥
(
小
学
生
)

▽
第
二
部
門
(
中
学
生
)
　

▽
第

三
部
門
(
一
般
・
高
校
生
も
含
む
)

演
奏
曲
目

曲
目
は
自
由

。
曲
数
は

一
グ
ル
ー
プ
ニ
曲
以
内
と
し
出
退

場
含
め
て
七
分
以
内
と
す
る
(
ピ

ア
ノ
、
ギ
タ
ー
、
電
子
オ
ル
ガ
ン

伴
奏
付
ま
た
は
無
伴
奏
の
も
の
)

表
彰

部
門
別
に
審
査
し
、
賞
状
と

記
念
品
を
授
与
。
ま
た
参
加
者
に

は
参
加
賞
を
贈
呈

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
(
用
紙
、
実
施
要
項
は
文
化
係

に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限

十
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係

子
ど
も
会会

長
会
議

日
時
十
月
十
九
日
(
日
)
午
前
九

時
～
午
後
二
時
(
区
民
大
運
動
会

が
十
月
十
九
日
に
延
期
と
な
り
日

程
か
重
な
っ
た
場
合
は
、
十
一
月

三
日
に
延
期
し
ま
す
)

場
所
栗
原
小
学
校

対
象

子
ど
も
会
の
代
愿
子
ど
も
)

申
込
期
限

十
月
十
一
日

※
な
お
、
申
込一
は
、
各
子
ど
も
会

に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

子
ど
も
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
や
地

域
で
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
、

意
欲
の
あ
る
方
の
た
め
の
研
修
会
で

す
。

日
時
・
内
容

別
表
の
と
お
り

場
所

青
年
館
そ
の
他

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
十
(
歳

か
ら
三
十
歳
ま
で
の
青
年
男
女

費
用

無
料
(
交
通
費
、食
費
実
費
)

申
込
期
限

十
月
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

囲
碁
大
会

日
時
十
月
二
十
六
日
言
)
午
前

九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

場
所
動
労
福
祉
会
館

対
象

都
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
動

労
者

定
員

七
十
名
(
先
着
順
)

費
用

無
料

対
戦
方
式

す
べ
て
佃
人
戦
で
実
力

に
応
じ
A
・
R
の
ニ
ク
ラ
ス
に
分

け
、
各
自
四
回
戦
対
戦

表
彰

各
ク
ラ
ス
一
位
～
四
位
ま
で

賞
品
、
そ
の
他
参
加
者
に
参
加
賞

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
当
日
の
申

し
込
み
は
、一
切
受
付
け
ま
せ
ん
)

申
込
期
限

十
月
十

冐

申
込
・
間
合
せ
先

動
労
福
祉
会
館

(
四
〇
上
一
五
二
五

珠
算
競
技
大
会

日
時

十
一
月
二
日
(
息

午
前
(

時
三
十
分

場
所

竹
の
塚
小
学
校
体
育
館

種
目
総
合
、読
上
算
、読
L
暗
算

参
加
資
格
区
内
在
庄
・
在
学
・
在
勤

者
(
小
・
中
学
校
は
学
校
か
珠
算
塾

で
団
体
参
加
、高
校
、一
般
は
個

人
参
加
)

申
込
期
限

十
月
十
四
目

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

絵

画

教

室

期
間

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
三
月
E
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
(
延
十
五

日
間
)

時
間
午
後
六
時
～
(
時

対
象

区
民
成
人
で
初
心
者

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
自
己
負
担
)

定
員

四
十
名
(
定
貝
ふ
忌
え
た

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ

に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

十
月
九
日
(
当
凵
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
冫
夕

―
(
〒
1
2
1竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五
丿

ニ

ー
　
　
八
五
〇
-
(
(

こ

一
)書

道
教
室

日
程
昭
和
五
十
五
年
十
月
～
昭

和
五
十
六
年
三
月
(
月
二
旦

椙
所

老
人
会
館

対
象

区
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
(

初
心
者
向
け
)

定
員

三
十
名
(
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限

十
月
十
二
日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

　
(
五
九
i
九
七
三
二

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会

日
時
十
月
士
(
囗
(
木
)
午
後

六
時
～
(
時

場
所
東
部
セ
ン
タ
ー
別
館

費
用

四
千
五
百
円

申
込
受
付

東
部
セ
ン
タ
ー
本
館

窓
口
へ
、
直
接
代
金
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
1
七
一
〇
一

区
立
小
・
中
学
校

音
楽
教
員

演
奏
会
を
開
催

日
時

十
月
上

日
(
土
)
午
後

二
時
か
ら

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
四
階

ホ
ー
ル
)

内
容

区
立
小
・
巾
学
校
の
音
楽

の
先
生
方
の
演
鳧
発
表
会

定
員

三
百
名

費
用

無
料

主
催

足
立
区
教
育
委
貝
会

問
合
せ
先

区
立
伊
興
中
学
校

渋
谷
　
　
八
五
五
上
一
三
べ

緑を大切に
開
催
し
ま
す

秋
季
苗
木
即
売
会

区
で
は
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
苗

木
の
即
売
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す

。
苗
木
は
産
地
直
送
で
す
の
で
、

市
価
よ
り
二
、
三
割
安
で
す
。

各
会
場
で
は

、緑
の
何
で
も
相
談
、

園
芸
用
土
、
肥
料
、
植
木
鉢
な
ど
の

即
売
も
行
い
ま
す

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

苗
木
な
ど
の
種
類

貝
塚
伊
吹
、
さ

ざ
ん
か
、
も
み
じ
、
つ
ぱ
き
、
だ

葉
松
、
つ
け
、
ぼ
け
な
ど

日
時
・
場
所
▽
十
月
十
九
川
(
水
)

『
・
・
し
冫
つ
ぷ
沼
公
園
(
谷
中
ニ
ー

四
'
-
匸
▽
十
月
十
六
日
采
)

…
末
広
公
園
(
足
立
四
-
ペ
ー

コ
)
▽
卜
月
十
七
日
(
金
)

=・
興
野
公
園
(
興
野

丁
・
二
一
-

九
)

※
各
会
場
と
し
時
間
は
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
∠

曲
人
決
り

問
合
せ
先

緑
化
係

自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
定

自
然
や
緑
へ
の
親
し
み
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、第
四
回
「
自

然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
締
め
切
り
ま
で
に

亘
(

十
余
点
の
応
莠
昨
品
が
あ
り
ま

し
气

九
月
十
口
に
行
わ
れ
た
審
査

会
の
結
緊
、
次
の
む
々
か
入
賞
さ
り

ま
し
气
(

敬
称
略
)

推
せ
ん

遍
藤
幸
糺

特
遇

唯
唏
賢
冶

乢
山
飮
L
緬

専
蔵

入
選

坂
甲
よ
徳

芦
川
网

シ
熊

ヤ

占
性
定
之
助

小
沢
秀
夫

茂
木
素
次

町
田
芳
夫

麻
生
久

橋
本
完
寿
郎

田
口
良
冶

人
貫
作
品
は
、
植
木
ま
つ
り
の
行

わ
れ
て
い
る
、
竹
の
塚
第
六
号
公
園
(

十
月
五
日
)
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で

、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
来
年
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

緑
化
係

足
立
-
K
・
足
立
区
新
生
活
運

動
推
進
委
貝
会
で
は
、
毎
年
十

月
一
囗
か
ら
匕
日
ま
で
を・
、「
み

ん
な
で
町
を
き
れ
い
に
す
る
週

間
'
と
定
め
、
町
内
美
化
夕
呼

び
か
け
て
い
ま
す
、

問
合
せ
先

乍
活
環
境
係

枯
れ
草
を

刈
り
ま
し
ょ
う

区
内
の
あ
き
圸
に
は
、
賚
理
さ
れ

弌

雑
叭
か
繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
わ
ら
の
雑
Q
は
、
秋
に
な
る
と

枯
わ
て
燃
え
や
す
く
な
り
、
大
変
危

険
で
す
。
ま
た
、
雑
草
は
枯
れ
る
と
、

収
り
に
く
く
な
る
た
め
、
・所
有
者
の

方
は
、
雑
草
が
枯
れ
る
前
に
除
草
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
店
環
境
係

遊
休
地
の
提
供
を

子
ど
も
の
遊
び
場
に

利
用
し
ま
す

以
前
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し

て
、
空
地
や
路
地
裏
な
ど
か
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
都
市
化
が
進
む

に
っ
れ
、
空
地
か
少
な
く
な
り
、
ま

た
交
通
最
が
激
川
す
る
と
と
も
に
、
y

ヽ
隕
ら
れ
た
場
所
し
か
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
气

ぼ
で
は
、
こ
の
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
公
園
や
児
童
遊
園
の
設
置
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分

て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
を
少

し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
「
民
間
遊

ぴ
場
」
の
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
鴕
さ
ん
に
遊
休
地
を

・提
供
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
の
方
々

が
管
理
委
員
会
を
設
置
し
て
、
管
理

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

現
在
、
幼
児
の
た
め
の
砂
鳩
十
か

所
、そ
と
も
の
広
場
一
。十
匕
か
所
か
、

「
民
間
遊
び
場
」
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
し
く
砂
場
、
子
と
も
の
広
場
を

設
置
す
る
場
合
に
は
、
設
置
費
を
そ

の
後
毎
年
、
広
場
の
大
き
さ
に
よ
り
、

運
営
賢
の
補
助
そ
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
遊

休
地
の
悶
定
賢
産
税
は
減
額
、
免
除

の
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
片
少
年
係
へ
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
入
園
の

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園

▽
関
屋
幼
碓
園
…
千
佳
関
屋
町

六
-
〒
噸
第
八
小
学
校
内
)
　

(
(

八
上

瓦
八
儿

▽
元
宿
幼
碓
園
・
・
十
住
桜
木
卜
-

六
-
―
・
ぎ
(
(
-
-
厂
瓦
四

六
六

▽
汀
北
幼
碓
園
・ヽ
・江
北

了

八
-

九
　
(

九
六
　
こ
(

こ

▽
大
谷
田
幼
稚
園
・・・大
谷
m
ニ

ー

一
　
九

　
六
ニ
ーい
I
七
丘
几

一
▽
鹿
浜
幼
稚
園
・
・
・
鹿
浜
五
工
二
五

-
コ
　

　
(

を
瓦
丿
四
四
四
L

応
募
資
格
区
内
在
住
の
四
歳
児

(
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
～

昭
和
五
十
一
一
年
四
月
一
日
生
)
、

五
歳
児
(
昭
和
五
十
年
四
月
こ

口
～
昭
和
五
-
|
-
-
一
年
四
月
言
‥

生
)

受
付
堤
所

各
区
立
幼
稚
園

受
付
日
時
十
一
月
】凵
午
前

九
時
～
十

ー
時
三
十
分
・
十
一

月
四
目

午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

選
考
日
時

第
一
次
選
考
(
抽
選
)
=

一
十
一
月
五
口
(
水
)
に
各
幼

碓
園
で
行
い
ま
す

※
申
込
用
紙
、募
集
要
綱
は
、各

幼
稚
園
、
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張

所
で
十
月
二
十
八
日
か
ら
配
布
し

ま
す
。

な
お
、
幼
稚
園
で
の
配
布
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で
で
す
。

ご
注
意

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

は
、
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
、
受
付
日
時
、
選
考
日

時
は
、
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

幼
児
教
育
係

私
立
幼
稚
園

願
一
配
布

十
月
二
十
日
か
ら

受
付

十
一
月
一
目
か
ら

受
付
場
所
・
問
合
せ
先

各
私
立

幼
稚
園

消
費
者
問
題
の
調
査
・

研
究
グ
ルー
プ
の
募
集

区
で
は
、
次
の
要
領
で
消
費
生
活

問
晤
の
調
査
・
研
究
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
品
添
加
物
、

洗
剤
、
物
価
等
消
費
生
活
上
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

調
李

研
究
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

、

消
費
生
活
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を

高
め
、
消
費
矜
の
ゲ
ル
ー
プ
化
、
組

織
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

内
容

消
費
生
活
上
の
具
体
的
テ
ー

マ
に
つ
い
て

、グ
ル
ー

プ
で
調
査
・

研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
レ
ポ

ー
十
(
三
回
)
で
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す

期
間
昭
和
丘
十
五
年
上
月
～
昭

和
五
十
匕
年
三
月

応
募
資
格

区
内
在
住
の
消
費
者
五

名
程
度
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

募
集
グ
ル
ー
プ
数

四
グ
ハ
ー

プ
(

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

謝
礼
　

匸
グ
ル
ー
プ
ー
レ
ポ
ー
ト
に

つ
き
一
万
五
千
円

申
込
期
限

十
月
十
じ
日

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
、消
費
昔
セ
ン
タ
上
〒

圃
千
庄
仲
町
∇

吾

へ

※
申
込
用
紙
は
、
消
費
者
セ
ン
ぞ
I

に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

消
9
者
セ
ン
タ
ー

　

ベ
ヒ
つ
I
匸
二九
一

◎
消
費
生
活
相
談

買
い
物
相
談
、苦
情
相
談
、そ
の

他
消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
、責
任
の
消
霞
乍
活
相
談
員
か

お
受
け
し
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

や
な
お
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、消
費
者
テ
レ
フ
ォ
ン
(
　
八
七
〇
j

一
三
〇
一
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、い
ろ
い

ろ
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す

▽
消
費
者
問
題
の
勉
強
会
へ
の
講
師

尿
遣

▽
消
費
者
問
題
の
フ
ィ
ル
ム
、
図
書

の
貸
出
し

▽
商
品
の
テ
ス
ト
(
試
買
、
苦
情
)

▽
消
費
者
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
へ
の

会
議
室
の
貸
出
し

こ
の
他
に
も
、
消
費
者
講
座
、
パ

ネ
ル
の
展
示
等
を
行
っ
て
い
ま
す

。

臨
時
休
館

竹
の
冢
温
水
プ
ー
ル
で
は
、

十
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
ボ

イ
ラ
ー
、
熱
交
換
器
の
法
定
定

期
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

新
し
く
野
球
場
が

で
き
ま
し
た

財
団
法
人
河
川
環
境
管
理
財
団

で
は
、
扇
一
丁
目
地
先
の
荒
川
河

川
敷
(
扇
大
橋
下
流
左
岸
)
に
「
荒

川
運
動
健
康
広
場

」
造
り
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
}

部
(
野
球
場
二
面
)
が
完
成
し
、

十
月
一
口
分
か
ら
、
貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

利
用
料

二
時
間
千
円

申
込
受
付
午
前
九
時
～
午
後
二

時
(
た
だ
し
、土
曜
日
は
午
前

十
時
ま
で
。日
、祭
日
は
除
く
)
※

な
覡

抽
選
囗
は
他
の
区
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
同
じ
で
す
。

申
込
場
所

区
役
所
ヒ
階
体
育
課

問
合
せ
先

河
川
環
境
管
理
財
団
(

　
二
〇
〇
j
五
六
七
七
)
、

ま
た
は
区
役
所
体
育
課共同募金

10月1日から

緑
化
運
動
標
語
募
集

テ
ー
マ

環
境
緑
化
、森
林
愛
護
、

自
然
保
護
等
主
に
緑
(
樹
木
)

の
保
護
と
回
復

応
募
方
法

「
緑
化
遅
動
檬
芒

と
し
て
、
官
製
(
ガ
キ
に
標
語

を
記
載
し
、
応
募
者
の
住
所
、

氏
名
、年
齢

、職
業
を
明
記
の
う

え
郵
送
の
こ
と
(
学
生
の
場
合

は
学
校
名
、学
年
も
必
ず
記
入
)

応
募
資
格

都
内
在
庄
の
方

募
集
期
限

十
月
三
十
百
(

当

日
消
印
有
効
)

申
込
先
・
問
合
せ
先

苣
都
緑
化

推
進
委
貝
会
事
務
局
(
〒
川
千

代
田
区
丸
の
内
ご
〒
(
-

一

都
労
働
経
済
局
農
林
水
産
郎
林

務
課
内

　
二
こ

〒

五
コ

一
内
線
三
一
(
五
五
)

あ
な
た
も
ど
う
ぞ

青
色
申
告

年
の
中
途
で
開
業
し
た
方
は
二

ヵ
月
以
内
に
、
そ
の
他
は
三
月
十

五
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

そ
の
年
か
ら
青
色
申
告
か
で
き
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
(

　
(
(
(
-

六
二
四
一
)
、西
新
井
税

務
署
(
　
(
四
〇
―
ニ

ー
こ

東
京
都
職
員
募
集

試
験
の
種
類
・
職
一
▼
東
京
都

一
般
職
貝
尖
学
卒
程
度
了
=

林
業
、畜
産
等
(
事
務
は
実
施

済
)
、笛
大
・
高
校
卒
程

度
ご
・
・
事
務
、土
木
等
y
警

視
庁
職
員
{
短
大
・
高
校
卒
程

度
)
…
事
務
▼
東
京
消
防
庁

職
員
霙
校
卒
程
度
で
・・
事
易

試
験
日

十
ー
月
十
六
日

申
込
期
限

十
月
二
十
二
日

問
合
せ
先

都
人
事
委
貝
会
事
務

局
試
験
課

　
ニ
ーニ
ー
五
一

コ
　

内
線
四
五
-
二
三
四

書
道
教
養
教
室

期
間
昭
和
五
十
五
年
十
月
～
昭

和
五
十
六
年
三
月
の
毎
週
水
曜

日

午
後
六
時
か
ら

場
所

足
立
区
動
労
福
祉
会
館

定
員

二
十
名
(
先
肴
順
)

費
用

入
学
金
千
円
、
受
講
料
一

ヵ
月
二
千
円

申
込
期
限

十
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先

都
動
労
福
祉

協
会

　
五
六
七
-
五
二
〇
五

技
能
講
習
会

日
時
十
月
二
十
九
日
・
三
十
一

日
、十
一
月
四
日
～
七
日
・
十

日
午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

定
員

五
十
名
(
受
講
料
千
円
)

内
容

伝
票
と
帳
簿
の
書
き
方

申
込
期
間

十
月
十
五
日
乙
一
十

一
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
職
業
訓

練
校

　
六
〇
五
上
(
I
四
九

十
月
十

。日
か
ら
二
十
日

は
、
秋
の
全
国
防
犯
運
動
の

実
施
期
間
で
す
。
侵
入
盗
の

防
止
か
運
動
の
重
点
で
す

。

皆
さ
ん
も
被
害
防
止
に
心

が
け
ま
し
き
つ
。

(
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
一

察
暑
)

訂
正

九
月一
半
日
月
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
气

訂
正
し
て
お
詑
び
し
ま
す
。

◎
税
務
・
行
政
相
談
日
(
区
民
カ

レ
ン
ダ
ー
欄
)

(正
)

十
月
十
日
・・・実
施
せ
ず

(誤
)

十
月
十
日
・・・実
施

TO. S　237, 000


